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中 １
数 学
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秀 英 予 備 校
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問題作成： Z 会

1．この用紙は、先生の合図があるまで、開いてはいけません。

2．問題は５ページあります。どの問題から始めてもかまいません。

3．時間は３０分です。

4．先生の指示に従って、解答用紙の氏名欄
らん

に氏名を記入しなさい。また、
その横の欄に氏名シールを貼

は

るか、ない場合は指定の番号を記入しなさい。

5．答えは、別紙の解答用紙に、はっきりとていねいに書きなさい。

6．「やめ」の合図があったら、筆記用具をすぐに置きなさい。

注 意

第２回



― 1―

1 次の計算をしなさい。

⑴　－ 4－ ( － 7 )

⑵　5－ 6× ( － 2 )

⑶　( － 4 )2÷ ( － 22 )

⑷　5a＋ 3 ( a－ 2 )

⑸　
3
10
 x－  

5
6
 x
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2 次の問いに答えなさい。

⑴　右の図で、四角形 ABCDは正方形、三角形
CEDは正三角形である。

　　角㋐、㋑の大きさをそれぞれ求めなさい。

⑵　右の図で、三角形 ABCは角 Bが 90°の直角三
角形である。また、点 D、Fは辺 ABを 3等分す
る点で、三角形 ADEと三角形 AFGはともに三
角形 ABCの縮図である。

　①　FGの長さを求めなさい。

　②　三角形 ADEの面積を求めなさい。

⑶　下の表は、生徒 8人の数学のテストの得点を表したものである。8人の得点の中央値を求め
なさい。
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3 次の問いに答えなさい。

⑴　ある博物館の昨日の入館者数は、大人が a人、子どもが b人であった。

　① 　今日の入館者数の合計は、昨日の入館者数の合計の 97％であった。今日の入館者数の合
計を c人とするとき、昨日と今日の入館者数の関係を表した等式として正しいものを、下の
㋐～㋓の中から 1つ選び、記号で答えなさい。

　　　

㋐　c ＝ 
97
100

a　　　㋑　a ＝ 
97
100

c　　　㋒　c ＝ 
97
100
 (a ＋ b)　　　㋓　a ＋ b ＝ 

97
100

c

　② 　今日の大人の入館者数は、昨日の大人の入館者数より 3 ％増え、2000人を上回った。こ
の数量の関係を不等式で表しなさい。

⑵　右の図は、ある月のカレンダー
である。
　　　　　
　① 　右の図のように、3つの数を

 の形に囲む。囲まれ

た 3つの数のうち最も小さい
数を nとするとき、3つの数の
和を nを使った最も簡単な式で
表しなさい。

　② 　このカレンダーは第 1週から第 5週まであり、たとえば、第 2週の水曜日は 8日である。
このカレンダーで、第 m週の水曜日は何日か。mを使った最も簡単な式で表しなさい。ただ 
し、mは 1以上 5以下の整数とする。

日

1 2 3 4

8765 9 10 11

月 火 水 木 金 土

15141312 16 17 18

22212019 23 24 25

29282726 30 31
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4 次の問いに答えなさい。

⑴　次の方程式を解きなさい。

　①　3 ( x－ 1) ＝ 5x＋ 3

　②　2.3x－ 0.4＝ 1.7x＋ 2

⑵ 　xについての方程式 a( x＋ 5 )＝ 2 x＋ 1 の解が x＝－ 8 であるとき、aの値を求めなさ 
い。

⑶　2、－ 
7
3
 、－ 

9
5
 の 3つの数を、絶対値が小さい順に、左から並べて答えなさい。
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5 次の問いに答えなさい。

⑴ 　シールが何枚かある。このシールを何人かの子どもに配るのに、1人に 5枚ずつ配ると 48
枚余り、1人に 8枚ずつ配ると 9枚余るという。このとき、子どもの人数とシールの枚数を
それぞれ求めなさい。

⑵ 　クッキーが何枚かある。このクッキーを何人かの子どもと大人に配るのに、子ども 1人に 
 5枚ずつ、大人 1人に 2枚ずつ配ることにすると 12 枚余るという。また、ここから配る枚数
を 2枚ずつ増やし、子ども 1人に 7枚ずつ、大人 1人に 4枚ずつ配ることにすると 10 枚足り
ないという。
　　次の問いに答えなさい。

　①　次の文中の ア にあてはまる式、および イ 、 ウ にあてはまる数を書きなさい。

子どもと大人の合計人数を x人とする。x人に配るクッキーの枚数を 1人につき 2枚ずつ
増やすとき、増えるクッキーの枚数の合計は、xを用いて ア 枚と表せる。
実際に増えたクッキーの枚数は イ 枚であることから、xについての方程式をつくるこ
とができ、その方程式を解くことにより、子どもと大人の合計人数は ウ 人であると
わかる。

　② 　このクッキーは、子どもと大人の全員にある枚数ずつ配ると、過不足なくちょうど配り切
ることができるという。このとき、子どもの人数を求めなさい。ただし、子どもと大人はそ
れぞれ 1人以上いるとする。


